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早期栽培稲作ごよみ
ＪＡむなかた 営農振興部農産販売課 36-2119

グリーンセンター本 店 36-4785
グリーンセンター福 間 43-0939
グリーンセンター津屋崎 52-2900
グリーンセンター大島 72-2232

北筑前普及指導センター　水田農業係 43-8833

3／２0
播種

3／30
播種

4／２0～4／25
田植

５／１
田植

中干し開始

中干し開始

収穫

収穫

穂肥

穂肥

田植え後３５日頃

田植え後３０日頃

出穂から３３日頃

出穂から３３日頃

7/13頃
出穂

7/1９頃
出穂

８/1６頃

８/２１頃

出穂18日前
（幼穂長３～５㎜)

イネカメムシ ミナミアオカメムシ

出穂２０日前
（幼穂長２～３㎜ )

浅水 浅水
やや浅水

落水間断かん水 間断かん水 間断かん水

収　穫
・ 収穫適期は、７割程度の籾・ 収穫適期は、７割程度の籾
が黄化し、穂首に近い籾はが黄化し、穂首に近い籾は
わずかに緑色が残っているわずかに緑色が残っている
時期。時期。

・ 高温下の登熱なので、普通・ 高温下の登熱なので、普通
期栽培より収穫適期が短い期栽培より収穫適期が短い
（５日間程度）。（５日間程度）。

水管理
・・ 収穫１週間前までは、間断か 収穫１週間前までは、間断か
ん水又は飽水管理を続ける。ん水又は飽水管理を続ける。
早い時期の落水は、登熟不早い時期の落水は、登熟不
良･品質低下を招く。良･品質低下を招く。

・・ 台風襲来時は、茎葉からの蒸 台風襲来時は、茎葉からの蒸
散が大きいため、深水とする。散が大きいため、深水とする。

病 害 虫
●　●　 生育初期にいもち病の発生が多い場合は、左記生育初期にいもち病の発生が多い場合は、左記
のいもち剤による補正防除を行うのいもち剤による補正防除を行う。。

●　●　 近年、高温の影響で紋枯病が多発しているため、近年、高温の影響で紋枯病が多発しているため、
窒素過多で過繁茂ぎみのほ場や前年までに発生窒素過多で過繁茂ぎみのほ場や前年までに発生
が多いほ場では、箱剤はブーンハーデス箱粒剤が多いほ場では、箱剤はブーンハーデス箱粒剤
を使用する。を使用する。

●　●　 スタークル剤（ネオニコチノイド系農薬）は、ミスタークル剤（ネオニコチノイド系農薬）は、ミ
ツバチに対して影響を及ぼす可能性があるのでツバチに対して影響を及ぼす可能性があるので
開花期の防除では使用しない開花期の防除では使用しない。。

●　●　  近年、イネカメムシが多発生しており出穂直後～ 近年、イネカメムシが多発生しており出穂直後～
乳熟期の加害が斑点米や不稔の被害を出し、収量・乳熟期の加害が斑点米や不稔の被害を出し、収量・
品質に大きく影響するため、出穂期および出穂期品質に大きく影響するため、出穂期および出穂期
10日～14日後の防除を行う。防除を効率的に行10日～14日後の防除を行う。防除を効率的に行
うため、地域での一斉防除を行う。また、越冬するうため、地域での一斉防除を行う。また、越冬する
ため、暖冬の場合は被害が拡大する可能性があるため、暖冬の場合は被害が拡大する可能性がある
ので注意するので注意する。。

粒剤体系
●　●　 粒剤による防除は、湛水状態（３㎝程度）を7日間粒剤による防除は、湛水状態（３㎝程度）を7日間
は保ち、落水やかけ流しをしない。また、稲体には保ち、落水やかけ流しをしない。また、稲体に
薬剤が浸透するまで時間がかかるので、目安と薬剤が浸透するまで時間がかかるので、目安と
して防除適期の４～７日前までに実施する。して防除適期の４～７日前までに実施する。

土づくり
◎家畜ふん尿処理物の利用
　 基肥に牛ふんの発酵処理物を使用する場合、10a当たり１～２トンを春先までに施用して、化学肥料の施用量は基準の
２/３程度にする。
◎土壌改良資材の施用

施用の時期 資　材　名 施用量（㎏ /10a） 備　　　　　　考
冬の間～代かき前 ミ ネ ラ ル G 140～200 根の活力を高め、登熟向上（乳白、心白等）、倒状・

病害の軽減につながる基　　　　　　肥 シリカサポート1号 40

　・JAでは、土壌診断を行っています。
　・土壌診断を行い、診断結果に基づいた適正な施用を行いましょう。

施　　肥
コシヒカリ （㎏／10a） 夢つくし （㎏／10a）

肥 料 名 基肥 穂　肥 成 分 量 肥 料 名 基肥 穂　肥 成 分 量

ベスト化成44 4
（14-14-14）
N K 化 成 2 号
（16-０-16）

30

―

―

10～１５

N―5.8～6.6
P―4.2
K―5.8～6.6

ベスト化成44 4
（14-14-14）
N K 化 成 2 号
（16-０-16）

35

―

―

１５

N―7.3
P―4.9
K―7.3

●    穂肥は1回を基本とし出穂20～18日前（幼穂長２～５㎜）に行う。
   しかし、穂肥を施用しても葉色が出ない場合には２回目を施用する。
●    穂肥の時期、量は葉色・茎数・草丈等から判断し、早期水稲情報等を参考にして行う。
●    前作がある場合の肥料分の残存量は、前作の種類や収穫時期、収穫量などによって差が大きいので注意する。
●   野菜後作の場合は基肥を施用せず、その後の生育を見ながら穂肥の量、時期を調整する。
基肥が側条施肥の場合
●肥料はベスト化成444を使用する。
　基肥量は10a当たり、コシヒカリで22kg、夢つくしで25kgを目安とする。
●固結して機械に詰まる可能性があるので側条施肥の場合はくみあい48号の使用はしない。

基肥一回全量施肥（一発肥料）の場合 （㎏／10a）

品　種　名 肥　料　名
基　　　肥

全層施肥の成分量
全層施肥 側条施肥

コシヒカリ Jコート2000
100日タイプ
（20-10-10）

35 30
N―7.0（3.5）
P―3.5
K―3.5

夢つくし 40 35
N―8.0（4.0）
P―4.0
K―4.0

　※成分量Nの（　　）の数値は緩効性窒素の成分量（内数）。
　※施肥から田植までの期間が長くなると肥効が低下するので、代かき作業の直前に施肥する。（田植え前７日から）

※水稲管理日誌を必ず記帳しましょう。肥料 ･農薬の注文はJAへ！！
この栽培暦は、ＪＡ米の生産基準を兼ねています。
ＪＡ米とそれ以外を区分してＪＡに出荷しましょう。

除 草
◎初期除草剤
剤型 除 草 剤 名 使 用 時 期 使用量（10a当り） 使 用 上 の 注 意

１
キ
ロ
粒
剤

ラ オ ウ １ キ ロ 粒 剤 移植時～ノビエ２．５葉期まで
（移植後３０日まで）

１㎏

湛　
　

水

●    漏水田、軟弱苗、浅植え、強還元田では
薬害の恐れがあるので注意を要する。

●    田植え同時処理を行う場合は、特に浅
植え、浮き苗が生じないように代かき、
均平作業及び植え付けは丁寧に行う
（薬害防止）。
●     散布時はやや深めに湛水し、田面が露
出しない状態で散布する。

●     ジャンボ剤は水田に均等に投げ込む。
処理時には水口と水尻をしっかり止
め、完全に湛水した状態（水深５㎝以
上）を保つ。

●　  楽粒は藻や浮草が多発しているほ場
や、水面浮遊物が多い場合は拡散が不
十分となり、効果が劣る可能性がある
ので使用はさける。

デ ィオ ー レ1キ ロ 粒 剤 移植時～ノビエ3．0葉期まで
（移植後30日まで）

（注１）
プライオリティ1キロ粒剤

移植時～ノビエ3．5葉期まで
（移植後３０日まで）

フ
ロ
ア
ブ
ル
剤

ラ オ ウ フ ロ ア ブ ル 移植時～ノビエ２．５葉期まで
（移植後３０日まで）

５００㎖ディオ ーレフロ ア ブ ル 移植後1日～ノビエ3．0葉期まで
（移植後３０日まで）

（注１）
プライオリティフロアブル

移植時～ノビエ3．5葉期まで
（移植後３０日まで）

ジ
ャ
ン
ボ
剤

デ ィ オ ー レ ジ ャ ン ボ 移植後1日～ノビエ3．0葉期まで
（移植後３０日まで）

10パック
（400g）

（注１）
プライオリティジャン ボ

移植直後～ノビエ3．5葉期まで
（移植後３０日まで）

10パック
（250g）

楽
粒 ワ ザ ア リ 楽 粒 移植直後～ノビエ3．0葉期まで

（移植後３０日まで） 250ｇ

　　（注１）プライオリティ剤系は一部の後作物に薬害のおそれがありますのでご注意ください。
◎中後期除草剤
対象雑草 除 草 剤 名 使 用 時 期 使用量（10a当り） 使 用 上 の 注 意

ノビエ

キシュウス
ズメノヒエ

アゼガヤ

クリンチャー１キロ粒剤

移植後7日～ノビエ4.0葉期まで
（収穫30日前まで） 1㎏ 湛

水
散
布

●    散布する前に水の出入りを止
め、湛水のままムラのないよう
に均等に散布する。

●    散布後7日間は湛水状態（水深
3～5㎝程度）を保ち、落水、か
け流しはしない。

移植後25日～ノビエ5.0葉期まで
（収穫30日前まで） 1.5㎏

ク リ ン チ ャ ー EW 移植後20日～ノビエ6.0葉期まで
（収穫30日前まで）

水量 100ℓ
薬量 100㎖
※展着剤加用

落
水

湛
水
散
布

●    散布の1～2日前に落水し、雑
草の茎葉によく付着するように
散布する。

●   散布後３日間は水を入れない。
ただし、ロイヤント乳剤を落水
処理した場合は３日以内に入水
する。

●    トドメMF乳剤とバサグラン液
剤の混用は不可

ト ド メ Ｍ Ｆ 乳 剤 移植後14日～ノビエ7.0葉期まで
（収穫50日前まで）

水量 100ℓ
薬量 200㎖

広葉
カヤツリグサ バ サ グ ラ ン 液 剤 移植後15日～収穫45日前まで 水量 100ℓ

薬量 700㎖
落
水
散
布

ノビエ
広葉

カヤツリグサ

クリンチャーバスME液剤 移植後15日～ノビエ5.0葉期まで
（収穫50日前まで）

水量 100ℓ
薬量 1000㎖

ロ イ ヤ ン ト 乳 剤 移植後20日～ノビエ5.0葉期まで
（収穫45日前まで）

水量 100ℓ
薬量 200㎖

落
水
湛
水
散
布

アクシズMX1キロ粒剤 移植後7日～ノビエ4.0葉期まで
（収穫45日前まで） 1kg 湛

水
散
布

●    散布後、7日間は湛水状態（水
深3～5㎝程度）を保ち、落水、
かけ流しはしない。レブラスジャンボ 移植後１４日～ノビエ４.０葉期まで

（収穫６０日前まで）
１０パック
（４００ｇ）

「この稲作ごよみはＪＡむなかたホームページからもご覧いただけます」 http://www.ja-munakata.or.jp/dt_meeting.cgi
作成年月：令和７年12月

・移植時とは、田植同時処理が可能な除草剤。移植直後とは、田植後当日処理が可能な除草剤。
・同じ除草剤を連年使用すると特定の雑草が増えるので、他の除草剤を使用する。
・広葉雑草の多いほ場では使用時期範囲の早めの時期に散布する。
・散布後7日は湛水状態を保ち掛け流しをしない。

※農薬の飛散に注意しましょう。

近年、高温の影響で基肥一発肥料の窒素溶出が早くなり、収量・品質が低下しているため分施体系での
施肥を推奨します。

育苗準備 育苗３5日～３0日間 活着 出穂分 げ つ 期 穂の生育期 乳熟期　　登熟期 成熟期
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７
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ロ
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ル
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ル
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フ
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ブ
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１
０
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倍

（
い
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ち
病　

収
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７
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前
ま
で
）
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ン
ブ
ラ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
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倍
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他　

収
穫
７
日
前
ま
で
）

ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ
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又
は

（
ウ
ン
カ
類・カ
メ
ム
シ
類　

収
穫
14
日
前
ま
で
）

キ
ラ
ッ
プ
粒
剤

３
㎏

（
出
穂
５
日
前
ま
で　

但
し
、収
穫
45
日
前
ま
で
）

（
い
も
ち
病・紋
枯
病・稲
こ
う
じ
病・ウ
ン
カ
類・カ
メ
ム
シ
類
他)

ゴ
ウ
ケ
ツ
モ
ン
ス
タ
ー
粒
剤

３
㎏

（
い
も
ち
病
、紋
枯
病
、稲
こ
う
じ
病
他
）

（
出
穂
10
日
前
ま
で　

但
し
、収
穫
45
日
前
ま
で
）

オ
リ
ブ
ラ
イ
ト
２
５
０
Ｇ

２
５
０ｇ

（
穂
い
も
ち　

出
穂
30
日
前
〜
５
日
前
ま
で
）

（
葉
い
も
ち　

初
発
10
日
前
〜
初
発
時
）

コ
ラ
ト
ッ
プ
豆
つ
ぶ

２
５
０ｇ

粉
剤
体
系

液
剤
体
系

粒
剤
体
系

箱施薬
（
は
種
時
覆
土
前
〜
移
植
当
日
）

ブ
ー
ン
ハ
ー
デ
ス
箱
粒
剤

50
ｇ
／
箱｛
い
も
ち
病・紋
枯
病
・

ウ
ン
カ
類・コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
他

（
移
植
３
日
前
〜
移
植
当
日
）

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
オ
ン
コ
ル
粒
剤
50
ｇ
／
箱｛
ウ
ン
カ（
セ
ジ
ロ・ヒ
メ
ト
ビ
）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ・い
も
ち
病
他

種 子 消 毒
ばか苗病・いもち病
苗立枯細菌病・ごま葉枯病
イネシンガレセンチュウ
もみ枯細菌病

２
薬
剤
混
用

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤

テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル

種子 10㎏の場合

希釈
水量 20ℓ

薬量 20mℓ 100mℓ

倍率 1,000倍 200倍

時間 24時間浸漬

　
　
　
（
水
10
ℓ
に
25
ｇ
）

（
0.5
ℓ
／
箱・ジ
ョ
ロ
潅
注
）

ダ
コ
レ
ー
ト
水
和
剤

400
倍
苗
立
枯
病・苗
い
も
ち

【
は
種
時
〜
緑
化
期
】1000
〜
2000
倍（
水
10
ℓ
に
10
〜
５
㎖
）（
０．５
ℓ
／
箱
）

【
は
種
時
】2000
倍（
水
10
ℓ
に
５
㎖
）（
０．５
〜
１
ℓ
／
箱
）

ナ
エ
フ
ァ
イ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　

苗
立
枯
病・ム
レ
苗
防
止・発
根
促
進

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）
農 薬 名 10a当たり使用量 使 用 時 期 使用回数 使用方法

ス ク ミ ノ ン １～４㎏ 移植後
（但し、収穫60日前まで）2回以内 散布

ジャンボたにしくん １～２㎏ 移植後
（但し、収穫60日前まで）2回以内 散布

パ ダ ン 粒 剤 ４

育苗箱1箱当り
60～100ｇ 移植当日 １回 育苗箱の上から

均一に散粒する

４㎏ /10a 収穫30日前まで 6回以内 散布

※ スクミノン、ジャンボたにしくんは誘引性有り。食毒による死亡や異常行動を引き起こす。
極力浅水にし、水の深い所に集中的に散布すると効果的。
※ パダン粒剤４は箱施用する場合、なるべく移植直前に施用し、移植後は直ちに入水し、水深2～３㎝程度を1週間保ち、
浅水はさける。殺貝効果はなく、食害防止効果がある。


